
１．実施体制

２．事業内容
開催回数 ４回 開催期間

参加者数 38名 小学４年生 20名

小学５年生 8名

小学６年生 10名

令和７年度 子ども大学きたもと

子ども大学○○実行委員会

子ども大学きたもと
学長

副学長

実行委員
（関係団体）

問合せ先

内訳

令和7年7月24日〜令和7年8月28日

宮尾 孝（北本市教育委員会教育長）

実行委員長



３．実施内容
7月24日（木）
14：00〜16：00

鉄道と情報ネットワークについて講座を受けてる様子

8月6日（水）
9：15〜11：30

工場見学をしている様子

写真

写真は
て
な
学

会場 （株）SUBARU北本工場

講師 （株）SUBARU北本工場

２日目 開催日時

講義名 SUBARU製造工場を学ぼう

１日目 開催日時

は
て
な
学

講師 JR東日本

会場

講義名

北本市文化センター 第１・２会議室

（子ども大学きたもと入学式）
鉄道と情報ネットワークの秘密を探れ！
環境に優しい鉄道の秘密を探れ！



３．実施内容
8月21日（木）
14：00〜17：00

工場見学をしている様子

8月28日（木）
9：00〜12：00

講師が解説している様子

写真

写真

講師 北本市教育委員会文化財保護課

ふ
る
さ
と
学

会場 北本市文化センター 第１・２会議室

４日目 開催日時

講義名 君も未来の考古学者

講師
・グリコマニュファクチャリングジャパン
（株）北本工場
・埼玉りそな銀行

３日目 開催日時

生
き
方
学

会場 グリコマニュファクチャリングジャパン（株）
北本工場

講義名 グリコピアイースト工場見学とクイズで学ぼう！
環境・お金の大切さ



４．参加者の声

参
加
し
た
子
供
の
声
（
感
想
）

保
護
者
の
声
（
感
想
）

・省エネの工夫で車両を軽くし、ブレーキで電気を作るなど教わったので、一度その電車に乗ってみたくなった。
・電車はテレビゲーム2時間分の電気で動くことを初めて知った。
・私たちが安全に電車に乗れるように、色々な人達が見守ってくれることがわかった。
・SUBARU北本工場では安全・品質・チームワークを守ることを大切にしていてすごいと思った。
・SUBARU北本工場は快適な環境で仕事が出来るのが良いと思った。
・働いている人が皆笑顔だった。
・豆知識もたくさん知れたのでもっとグリコについて知りたくなった。
・私達が食べているお菓子もたくさんの人が関わっている事が分かりました。
・お金は大切で、限られた額しかないので慎重によく考えないといけないことが分かった。

・様々な分野で学ぶことができて良い経験となった。
・最初は友達がいないから不安といっていたが、違う学校の友達が出来たと言っていたので良かった。
・日替わりで講座を組んでいただき、もともと興味があるもの、なかったもの色々な知識に触れることができ大変ありがたかった。
・子どもだけで参加できるのはいい経験だった。
・家で講座のことを話していたので参加させて良かった。
・社会の一員である自分という新しい視点で物事を捉える良い機会に参加させて頂き大変感謝している。


